
ネモ トスス ム

と
も

に
消

え

て
し
ま

う

の
で
毎

日
新

し

い
願

い
を

一
つ
か

な
え

て
も

ら
う

が
、

ど
れ

も

子
ど
も

た
ち

を
窮

地

に
陥

れ

る

こ
と

に

な

る
。

サ

ミ
ア
ド

の
変

わ
り
者

ぶ

り
と
、

子
ど
も

た

ち

の
危

機

脱

出

の
努
力

が
楽

し

い
。

【参
考
文
献
】
吉
田
新

一
『イ
ギ
リ
ス
児
童
文
学
論
』
二

九
七
八
　
中
教
出

版
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(酒
井
邦
秀
V

　
根

本

　

進

鞠

枇
　

一
九

一
六
～
　

(大

5
～
　

)　

漫

画

家
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

東

京
都

に
生
ま
れ

る
。

小
学

生
時
代

、
北

沢
楽

天

の
時
事

漫
画

に
影
響

さ

れ

て

「
時
事

新
報

」

に
投
稿
を

続

け
、
慶

応
大

学
法

科

中

退
後

、

一
九
三

二
年
時

事
新

報
社

に
入

社
。

戦
後

、
写
真

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

新

聞

「
サ

ン

ニ

ュ
ー

ス
」

に
、
岡

部
冬
彦

と

と
も

に
サ

イ

レ

ン

ト
漫

画
を

発
表

し
、
続

い
て
風
刺

雑
誌

「
V
A

N
」
や

「
新
青

年
」

な
ど

に
も

っ
ぱ

ら
サ

イ

レ

ン
ト
漫

画
を

発
表
。

五

一
年

二

月
朝

日
新

聞
夕

刊

に
連

載

開
始

の

『
ク
リ
ち

ゃ
ん

』

に
よ
り

漫

画
家

と
し

て

の
地
位
を

確

立
し

、
六

五
年
三

月
三

一
日
連
載

終

了
。

以
後

も

『
ク
リ

ち

ゃ
ん
』

を
描

き
続

け
て

い
る
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

(川
勝
泰
介
)

　

根

本

正

義

劫
羹

し
　

一
九

四

二
～
　

(昭

17
～

)

児

童

文

学
研

究
家

。

東
京
生

ま

れ
。

立
正
大
学

国

文
学
科

卒
。

同
修

士

課

程
終

了
。

高
校
教

師
を

経

て

一
九

八
〇

年
よ

り
東
京

学

芸
大

　
　

　
　

　
　
　

　

　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　ネ

学

助
教

授
。

は
じ

め
鈴
木

三

重
吉

「
赤

い
鳥

」
を

研
究

対
象

と

　
　

　
　

　
　
　

　

ネ

し

、
昭

和
期

こ
と

に
大
衆

児
童

文
学

に
関

心
を

移
す
。

学

風

は

手

堅
く

、
伝
統

評
価

、
ナ

シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
の
視
座

を
重

視
す

る
。

・王
著

に

『
幼
児
教

育

の
た

め

の
児
童
文
学

』

(
一
九
七
四
)
、

『鈴

木
三

重
吉

の
研

究
』

(七
八
)
、

『
昭
和

児
童

文

学

の
研

究

』

(
八

四
)
、
『国

語
教
育

の
遺

産
と

児
童

文
学

』
(
八
四
)
が
あ

り
、
し

だ

い
に
国
語
教

育
研

究

に
傾

く
。
　

　
　

　

　

　
　

　

(宮
崎
芳
彦
)

ノ

　

ノ
ヴ

ァ
ー
リ

ス
　

Z
o
<
巴
δ

一
七
七
二
～

一
八
〇

一　

ド
イ

ツ

ロ
マ
ン
派

の
代

表
的
詩

人
、
小
説
家

。
本

名

フ
リ

ー
ド

リ
ヒ

・

フ
ォ

ン

・
ハ
ル
デ

ン
ベ

ル
ク
。

オ

ー

バ
ー
ビ

ー
ダ

ー

シ

ュ
テ

ッ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

メ
ル
ヘ
ン

ト
生

ま
れ
。
「
す

べ
て
詩
的

な

る
も

の
は
童

話
的

で

な
く

て
は
な

　

　
　

　
　
　

　

　

ら
ぬ

」
と

唱
え
、

テ

ィ
ー
ク
ら

と

ロ
マ

ン
主
義

運
動

に
貢
献

し

た
。

早
逝

し
た
少

女
ゾ

フ
ィ
ー
と

の
恋
愛

体
験

か

ら
生

ま
れ

た

『
青

い
花

』
(
一
八
〇
二
)
は
、
未

完
な

が
ら

ロ
マ
ン
派

の
名
作

で

あ

る
。

『
ザ
イ

ス
の
学

徒

』
(〇
二
)
中

の
童

話

『
ヒ

ヤ

シ

ン
ス
と

バ
ラ
』
、
長

詩

『夜

の
讃
歌

』
も

有
名

。　

　

　
　

(川
西
芙
沙
)

　

野

上

彰

初
該

一
九
〇
九

～
六
七

(明
42
～
昭
42
)

詩

人

、

劇
作

家
。
本

名
藤

本
登
。

徳
島

に

生
ま

れ
、
東

京

大
学

文
学
部

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

を
経

て
京

都
大
学

法
学
部

中

退
。
川

端
康

成

に
師
事

。
戯

曲

『夢

を
食

う
女

』
(起
稿

一
九
四
〇
、
初
演
四
八
)
を

出
発

点

に
詩

、
戯

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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曲

、
小

説
、

翻
訳

、
放

送
台

本
な

ど
あ

ら

ゆ
る
分

野
で
執
筆

活

動
を

展

開
、

か
た

わ
ら

「
火

の
会
」

(四
六
)
の
企
画
創

設
な

ど
、

芸
術

家

、
文

化
人

の
交

流

に
力

を

注

い
だ
。
詩

集

は
『
前
奏
曲

』

(五
六
)
、

『
幼
き

歌
』

(六
八
)
の
二
冊

に
と

ど
ま
る

が
、
む

し
ろ

『
こ
う
も

り

』

ほ
か
多

数

の
オ

ペ
ラ
、

オ

ペ

レ

ッ
タ

訳
詩

が
、

音
楽

を

通
し

て

の
美

し

い
日
本

語

の
普

及

に
果

た
し

た
功
績

は

大
き

い
。

す
な

わ
ち

彰

が

こ
の
仕
事

を

最
も
愛

し
た
証

跡

で
あ

り
、

同

じ

こ
と
は
児

童
文

学

の
領

域

に
も

い
え

る
。

翻
訳

で
は

『
ラ

ン
グ

童

話
集
』

(五
五
)
、

創
作

で
は

『
ジ

ル
・
マ
ー
チ

ン
も

の
が
た
り

』
(六
〇
)
、
児
童

劇

で
は
学

校
劇

集

『愛

の
手
』
(四
九

)

が
代

表
作

で
あ

る
。

と
く

に
後

者

は

ス
ケ
ー

ル
雄
大
な

長
編
童

話

で
、
主

人
公

の
狐

ジ

ル

・
マ
ー

チ

ン
の
横
顔

は
、
愛

に
満
ち

た
理

想

の
父
親
像

を

思
わ

せ

て
楽

し

い
。
　
　

　
　

(中
山
知
子
)

　

野

上

弥

生

子

初
絮

　

一
八
八

五
～

一
九

八
五
(明

18
～
昭
60
)

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

き
た
あ
ま
べ
　
　
　う
す
き

小
説
家

。
本

名

ヤ

ヱ
。

大

分
県

北
海

部
郡

臼
杵

町
出
身
。

一
五

歳

で
上

京

し
明
治

女
学

校
普

通

科

に
入
学

。

二

一
歳

で
高
等

科

卒

業
。

同
年

、
東

京
大

学
英

文

科
在

学
中

の
野
上

豊

一
郎

と
結

婚

。
漱

石

山
房

に
出

入
り
す

る
夫

の
感
化

を
受

け
て
習
作

『明

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

暗

』
を
書

く
。
翌

一
九

〇
七
年

夏

目
漱

石

の
紹
介

で
処
女
作

『
縁
』

を

「
ホ
ト
ト

ギ

ス
」

の
巻
頭

に
発

表
。

以
後

順
調

に
文
学

活
動

に
励

み

『海

神
丸

』
(
一
九
二
二
)
な

ど

種

々

の
中
短

編
を
書

き
進

む

一
方

、
代

表
作

『真

知
子

』
(
一一=

)
、

『迷

路
』
(
四
八
～
五
六
)
、

『
秀
吉

と
利
休

』

(六
四
)
、

『
森
』

(
八
五
)
な

ど

の
長
編
大
作

を

刊

行
し

た
。

そ

の
独
特

な
リ

ア

リ
ズ

ム
は
漱

石
か
ら

写
生
文

や

文
学

者

の
生

き
方

を
学

び
、
夫

の
影
響

に
よ

る
英
文

学

の
教
養

と

翻
訳
を

通

じ

て
身

に

つ
け

た
知
的

・
合

理

的

・
近
代
的

思
考

に
基

づ
く

も

の
と

い
わ

れ
る
。

ほ

か

に
翻
訳

、
戯
曲

、
随

筆
、

評
論

、
童

話

、
紀
行

文
な

ど
作

品

の
幅
も

広
く

、
自

伝
的

長
編

小

説

『
森
』
(未
完
)
は

一
〇

〇
歳

を
目

前

に
し

て
死
去

す

る
ま

で

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

書
き

継

が
れ

た
稀
有

の
労

作

で
あ

る
。
児

童
文
学

と

し

て
は
「
少

女

の
友
」
増

刊

号
掲
載

『桃

咲
く

郷
』
(
=

)
の
少
女

小
説

で
出

　
　

　
　

　
　

　
　

　　　　　　　　　　　　　

発
し

た

と
思
わ

れ
、
「
赤

い
鳥

」
「
コ
ド

モ
ア
サ

ヒ
」
「
婦
人

公
論
」

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
いと

な
ど

に
掲

載

の
童
話

は
翻

訳
、
翻
案
を

含

め
多

量

で
あ

る
。
『
愛

し
ご子
叢
書

』
第

五

編

『
人

形

の
望

』
(
一
四
)
は
英
知

を
根
本

理
念

と

　
　

　
　

　

　

し
、

翻
訳

に
ブ

ル
フ

ィ
ン
チ

『
伝

説

の
時
代

ー
神

々
と
英
雄

の
物

　
　

　
　

　

　

語
』

(
一
三
)
、

シ

ュ
ピ
ー

リ

『
ハ
イ
ヂ

』
(二
〇
)
、
論

文

『童

話

文
学

』
(三
三
)
な

ど
が
あ

る
。
三

児

の
母
と

し

て

の
教
育

信

条

に

根

ざ

し
た
作

品

が
多
く

、
童

話
執

筆

は
大

正

か
ら
昭
和

戦
前

に

集

中

し

て

い
る
。
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

(深
谷
禮
子
)

　

野

ロ
雨

情

初
携

う
　

一
八
八
二
～

一
九
四
五

(明
15
～
昭
20
)

民
謡
、
童

謡
詩

人
。
本

名
英

吉
。
茨
城

県
磯

原

(現
北
茨
城
市
)
の

素

封
家

の
長
男

と
し

て
生
ま

れ

る
。
父

野

口
量
平

、
母

て

る
。

恵

ま
れ

た
家

庭
環

境

で
幼
少

年
期

を
送

り
、
磯
原

尋
常

小
学
校

、

高
等

小

学
校

を
経

て
、

当
時

衆
議

院
議

員

で
あ

っ
た
伯

父

野
口

勝

一
を

頼

っ
て
上

京
、

順

天
中
学

に
学

ん

だ
。
中
学

時

代

か
ら

俳
句

や

詩
を

創
作

し

て

い
た

と

い
う

。

一
九

〇

二
年
、

東
京

専

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ
　　　　　　　　　　　　　　

門
学

校

(現
早
稲

田
大
学
)
高
等

予
科

に
入
学
、
小

川
未

明
、
鈴

木

善
太

郎

ら
と

面
識

を
得

た

が
、
翌
年

中

退
、

詩
作

活
動

に
没

頭

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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し

た
。
〇

五
年
、

創
作

民
謡

集

『
枯
草

』
を

高
木

新
知

堂

よ
り

自
費

出
版
。

〇

七
年

に
は
童

謡

『
七

つ
の
子
』

の
原
型

と

い
わ

れ

る

『
山

が
ら
す

』
を
含

む

月
刊

民
謡
集

「朝

花
夜

花
」

(
一
・

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　
　　　　　　　　　　　　　　

三
月
)
を
刊
行

し
た
。
同

年

三
月
、
人

見
東

明
、
三

木
露

風
、
相

馬
御

風
、

加
藤
介

春
ら

と
早

稲

田
詩
社

を
結

成
。

五

月
、

北
海

道

に
渡
り

、
北
鳴

新
聞

社
、

小
樽

日
報

社
、

北
海

道

タ
イ

ム

ス

社

な
ど
を

転

々
と
し
、

そ

の
間

に
石

川
啄
木

や
西

川
光

二
郎

と

交

わ
り
、

社
会
・王
義
思

想

に
触

れ
た
。

〇

九
年
、

北
海

道
を

去

り

、

一
時

上
京

し

て
有

楽
社

に

入
社

し

「
グ
ラ

ピ

ッ
ク
」

の
編

集

に
従
事

し
た
。

一
一
年
九

月
、

母

て
る

死
亡
。

翌
年

や

む
な

く

帰
郷
し

、
広
大

な

山
林

の
管

理
、
植

林
事

業

に
専
念

、
漁

業

組
合

長
な

ど

の
公
職

に
も

つ
い
た
。

一
五
年

五
月

、
妻

と
離

婚
。

文
学

へ
の
情

熱
断

ち
難

く
、

悶

々
と

し
た

生
活
を

送

る
。

一
八

年

一
月
、

水
戸
好

文
亭

で
開

か

れ
た
木

星

記
念
会

に
出

席

し
、

　
　

　
　
　

　

横
瀬

夜
雨

、
山
村

暮
鳥

、
大

関

五
郎

ら
と
会

う
。

こ

の
年

水
戸

の
中

里

つ
る
と

結
婚

し
た
。

一
九
年
、

「
茨

城
少

年
」
の
編
集

に

従
事

し
、
童

謡
欄

の
選

者

と
な

る
。

六
月

『
都
会

と

田
園

』
を

刊

行
。

=

月

か
ら

「
金

の
船
」
に
童

謡
を

発
表

し

は
じ

め
る
。

『船

頭
小

唄
』

は

こ
の

こ
ろ

の
作

で
あ

る
。

二

〇
年

六
月
、

上

　
　

　

京

、
西
条

八
十

の
紹
介

で

「
金

の
船
」

の
発

行
所

キ

ン
ノ

ツ
ノ

社

編
集
部

に
勤
務

す

る
と

と
も

に
毎

月
同

誌

に
童

謡
を

発

表
、

　

ホ　
　　
　
　　
　　
　
　　　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　ネ

「
赤

い
鳥

」

の
北
原
白

秋
、

西
条

八

十
と
並

ん

で
童

謡
運
動

の

第

一
線

に
立

っ
た
。

二

一
年

二

月

に
民
謡
集

『別

後
』

を

、
六

月

に
は
、

童
謡
集

『
十
五
夜

お

月
さ

ん
』
を

刊
行

。
童

謡

運
動

の
隆
盛

期

に
あ

っ
て
、

『
十
五

夜

お
月

さ
ん
』

『
四

丁
目

の
犬
』

な

ど

が
、
白

秋

の

『
あ
わ

て
床

屋
』
、

八

十

の

『
か
な

り
や
』
な

ど
と
前

後

し
て

レ

コ
ー

ド
化

さ
れ

た
。

こ

の
こ
ろ

か
ら

全
国
各

地

に
講

演
旅

行

に
出
か

け
民

謡
、

童
謡

の
普

及

に
努

め

た
。

二

三
年

に
は

『
船
頭

小
唄

』
が
、

二
八
年

に
は

『
波
浮

の
港

』
が
、

翌
年

に
は

『
紅
屋

の
娘

』

が
そ
れ

ぞ
れ

大
好

評
を
博

し

た
。

そ

の
間

に

『
沙
上

の
夢

』
(
一
九
二
三
)
、

『極

楽
と

ん

ぼ
』
(二
四
)
、

『
青

い
眼

の
人
形

』
(
二
四
)
、

『雨

情

民
謡
百
篇

』

(
二
四
)
な

ど

を

次

々
と
刊

行
し

、
民

謡
、
童

謡

界

の
第

一
人
者

と
し

て

の
地

位

を
確

立

し
た
。

そ

の
作

風

は
完

全

に
民
衆

の
側

に
立

ち
、

い

わ

ゆ
る
草

土

の
詩

人
を

も

っ
て
任

じ
、
「
郷
土

詩
を
無

視

し

て
民

謡

の
存

在

は
な

い
」
と

叫

び
、
土

の
香

り
豊

か
な
郷

土
詩

、
自

然
詩

で
貫

か
れ

て

い
る
。

な

お
、

『
童

謡
作
法

問
答

』
(二

一
)
、

『
童
謡

の
作

り
や
う

』
(二
二
)
、

『童

謡

十
講

』
(
二
三
)
、

『
童
謡

教

育
論

』

(二
三
)
、

『童

謡
と

児
童

教
育

』

(二
三
)
な
ど

の
理
論

書

が
あ

る
。

四
五

年

一
月

二
七

日
、
疎

開
先

の
宇

都
宮

で
生
涯

を

閉

じ
た
。

[十

五
夜

お
月
さ

ん
]

端

襲

牌
　

童
謡
集

。

一
九

二

一
年

尚
文

堂

刊
。

『
蜀
黍

畑
』

を
巻

頭

に

『
十
五
夜

お
月

さ

ん
』

『
七

つ
の

子
』
な

ど

七

一
編

を
収

録
。
郷

土

の
人

と
土

と

に
親

し

み
あ

る

方

言
、

独
特

の
オ

ノ

マ
ト

ペ
、

田
園
自

然

に
題

材
を

求

め
、
悲

し
み

と
深

い
愛
情

を
内
包

す

る
独

自

の
傑

作

を
網
羅

し

た
第

一

　

　
　

　
　

童

謡
集

。
本

居
長

世
作
曲

の
『
十
五

夜

お
月
さ

ん
』
、
『
豊
作

唄
』
、

『
帰

る
雁
』

の
曲

譜
を

付
す
。

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ノ ー ト ン

【参
考
文
献
】
『
み
ん
な
で
書

い
た
野
口
雨
情
伝
』
(
一
九
七
三
　
金
の
星
社
)

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

(和
田
義
昭
)

　

野

尻

抱

影

麗

初
い
　

一
八
八
五
～

一
九
七
七
(
明
18
～
昭
52
)

天
文
学

者

、
ノ

ン

フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
作

家
、
翻
訳
家
。
本
名

正
英
。

横

浜

市
出

身
。

早
稲

田
大
学

英
文

科
卒

業
後

、
出
版

社
勤

務
を

し

つ
つ
、

ロ

マ
ン
テ
ィ
シ

ズ

ム
あ

ふ
れ

る
星
座

と

そ

の
美

し
さ

に
関
す

る

文
章
を

つ
づ
る
独

自
な

境
地

を
開
拓

す

る
こ
と

と
な

る
。
代
表

的
著

述

に
『
星

の
神
話

伝
説
集

成
』
(
一
九
五
四
)
、
『
日

本

の
星

』
(
五
七
)
な

ど
が
あ

り
、
そ

れ
ら
を

児
童

対
象

の
も

の
と

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

し

て
平

易

に
物
語

風

に
記
述

し
た
著

作
も

多

い
。

大

仏
次
郎

は

弟
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(岡
田
純
也
)

ノ
ー

ソ

フ

ニ
コ
ラ
イ

・
H

費

§

盖

寓
閑
§

。璧

=
。
リ

8
切

一
九
〇
八
～
七
六
　

ソ
ビ

エ
ト

の
児

童
文
学

作
家

。
ウ

ク
ラ

イ

ナ
共

和
国

の
首
都

キ

エ
フ
生

ま
れ

。

モ

ス
ク

ワ

の
映

画
大
学

を
卒

業
後

、
約

二
〇
年

間
教

育
映

画
、
動
画

の
監
督

を
務

め

た
。

一
九

三

八
年
、

幼
年

向
け
雑

誌

「
ム

ル
ジ

ル
カ
」
に
短
編

『

智
一

ミ
ミ
さ
さ

　

ひ

ょ
う

き
ん

者
た
ち

』
を

発
表

し

て
作

家
活

動

に

入
る

。

そ

の
後

、
初

の
短

編
集

『
キ

ャ

ン
プ
場

の
怪
談

』
(
一
九

四
五
)
、

続

い
て

『
ご
ミ
馬
吉
さ

　

階
段

』
(四
六
)
、

『
馳
象
§
竃

ミ

60
§
Q
赱

楽

し

い
お

話
集

』
(
四
七
)
の
出
版

で
、

ユ
ー

モ
ア
を

得

意

と
す

る
作
家

と

し
て

一
躍
人

気
を

得
た

(
日
本

で
は

『ピ

ス

ト

ル
』
『ぼ
く

の
友
だ
ち
ミ
ー
シ
カ
』
な
ど
で
短
編
が
紹
介
さ

れ
て

い

る
)
。
そ

の
後

中

編
童

話

に
取
り
組

み
、
『
楽

し

い
家
族

』
(
四
九
)
、

『

㌻

$

霆

≧
肉
§

ミ
6
§

ミ

§

織
　

コ
ー

リ

ャ

の

日

記

』
(
五

〇
)

を
書

き
、

『
ヴ
ィ
ー
チ

ャ
と
学

校

友
だ

ち
』
(五

一
)
で
は
国
家

賞

を
受

賞
。

日
常

生
活

の
中

で
子

ど
も

の
心

理
を

捉
え

、
さ

り
げ

な

い
教
訓

性
と

ユ
ー

モ
ラ

ス
な
筆

致

が
特
徴

。
『
ネ
ズ

ナ
ィ

カ

の

ほ
う

け
ん

』

(五
四
)
な

ど

の

フ
ァ

ン
タ

ジ

ー

の
長
編

三

部
作

も

あ
り

、
六

九
年

に
国
家
賞

を

受
賞

。
　

　

　

　

　

(松
谷
さ
や
か
)

　

ノ

ー
ト

ン

　
メ
ア
リ

ー

ζ

費
く

2
0
詳
8

一
九
〇
三
～

イ

ギ
リ

ス
の
児
童
文
学

作
家

。

女
子
修

道

院
経

営

の
学
校

で
教
育

を

受

け
、

一
九

二
〇
年
代

に
は
女
優

、

四
〇

年
代

か
ら

は
子

ど

も

向

け

の
著

作
も

は
じ

め
た
。

二
七
年

に
結

婚
、

四
人

の
子

ど

も

が

い
る
。

現
在

エ
セ

ッ
ク

ス
在
住

。
処

女
作

は
ア

メ
リ
カ
滞

在

中

に
書

か

れ
た

『
魔

法

の

ベ

ッ
ド

南

の
島

へ
』

(
一
九
四

二
)

で
、

こ
れ
は
続

編

『魔

法

の

ベ

ッ
ド
過

去

の
国

へ
』
(四
七
)
と
合

わ

せ

て
ウ

ォ

ル
ト

・
デ

ィ
ズ

ニ
i

・
プ

ロ
ダ

ク

シ

ョ
ン
に
よ

り

映

画
化

さ
れ

て

い
る
。

カ

ー
ネ

ギ
ー

賞
、

ア

メ
リ

カ
図
書

館
協

会
賞

な

ど
を
受
賞

し

た

『
床

下

の
小
人

た
ち

』
(五
二
)
は
、

戦
後

イ

ギ
リ

ス
児
童

文
学

の
代
表

作

の

一
つ
と

さ
れ

る
。
そ

の
後

『小

人

た
ち

の
新
し

い
家
』

(八
二
)
ま

で
全

五

部
作

と

な

っ
た

こ

の

シ

リ
ー
ズ

は
、
イ

ギ

リ

ス
の
家
庭

の
床

下

に
住

み

つ
い
た

小
人

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

一
家

の
さ

ま
ざ
ま

な
試

練

の
物
語

で
あ

る

が
、

小
人

た
ち

は
昔

　
　

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　
ホ

話

の
小
人

と
違

っ
て
、

一
切

の
魔

法
を

も

っ
て

い
な

い
。
ま

た

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

小
人

た

ち

の
住

む
床

下

の
縮

尺

の

正
確

さ

は

ス
ウ

ィ

フ
ト

の

『
ガ

リ
ヴ

ァ
i
旅

行
記

』
を

思
わ

せ

る
ほ

ど
リ

ア

ル
で
あ

る
。

　
　
　

　

　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　ホ

日
本

で
は
ネ

ズ

ビ

ッ
ト

に
は

じ
ま

る

エ
ヴ

リ
デ

ィ

・
マ
ジ

ッ
ク

の
伝
統

を
継

ぐ
作
家

と
さ

れ
、

現
代

に
お
け

る
魔

法

の
衰
退

を

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ノナ カ セ マ サ

　

　
　

　

描

い
た

フ
ァ

ン
タ

ジ
ー
と

評
さ

れ
る
。
ノ

ー
ト

ン
自
身

、
『床

下

の
小
人

た
ち

』
に

つ
い
て
、

「身

の
回
り

の
世
界

と

い
う

微

小
宇

宙

と

そ
れ
を

支
配
す

る
あ

ら

ゆ
る
権

力
と

い
う

全
人

類

の
ジ

レ

ン
マ
」

を
表

現
し

た
と

語

っ
て

い
る
。

【参
考
文
献
】
安
藤
美
紀
夫

『世
界
児
童
文
学
ノ
ー
ト
n
』
(
一
九
七
六
　
偕

成
社
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(酒
井
邦
秀
)

　

野

長
瀬

正
夫

劫
蕩

せ
　

一
九
〇
六
～
八
四

(明
39
～
昭

59
)　

詩

人
。

奈
良

県
吉

野
郡

十
津

川
村

の
生
ま

れ
。

私
立

十
津

川
中

学

校
文

武

館
卒
業

後
六

年
間

、
郷

里

で
小
学

校

教
師

を
務

め
、

一

九

二
九
年

上
京

、
詩

作
と

と
も

に
編
集

の
仕

事

に
入

る
。
中

学

　

　
　

　
　

　

　
　　　　
　　　　
　　　　
　

生

の
こ
ろ
か

ら
島
崎

藤
村

、
土

井
晩

翠
、
伊

良

子
清
白

な

ど

の

詩

に
親

し

み
、

郷

土

の
先

輩
玉

置
淳

三

の
影
響

で
詩

を

つ
く

り

　

　
　

　
　

ネ　
　　　　
　　　　　
　　ホ

は
じ

め
た
。

野

口
雨
情

、
土
岐

哀
果

(善
麿

)
、

石
川

啄
木

な

ど

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

も

愛
読

し

た
。
上

京
後

は
生

田
春

月

の

「
詩
と

人

生
」

に
伊
藤

　

　
　

　
　

　
　

　

整
ら

と
投
稿

し
、

百

田
宗

治

の

「
椎

の
木

」

や
、

ア
ナ

ー
キ

ズ

ム
系

の
詩

誌

「
弾
道

」
な

ど

で
活
躍

し
た
。

詩
集

と

し

て
は

『
故

園

の
詩
』

(
一
九
四

一
)
、

『
大
和

吉
野

』

(四
三
)
、

『
熊

野
濱
歌

』

(四
四
)
、

『
日
本
叙

情
』
(六
七
)
、

『晩

年
叙
情

』
(七

一
)
な

ど
が

あ

る
。

日
本
児

童
文

芸
家

協
会

理
事

と
し

て
少
年

少
女

小

説

の

作

品
も

多
く
、

『
山

の
よ

び
声
』

(五
八
)
、

『朝

子

の
坂

道
』

(六

〇
)
な

ど

が
知
ら

れ

て

い
る

が
、
少

年
少

女
詩
集

『あ

の
日

の
空

は
青

か

っ
た

』

(
七
〇
)
は
、

サ

ン
ケ
イ

児
童

出

版
文

化

賞

を
受

け
、

『
小
さ

な

ぼ
く

の
家

』
(七
六
)
は
野
間

児
童

文
芸

賞

や
赤

い

鳥

文
学

賞
を

受
賞

し
た

。

そ

の
ほ
か
『
少
年

は

川
を

わ
た

っ
た

』

(七
七
)
な

ど
も
あ

る
。
社
会

性
を

も

っ
た
詩

に
出
発

し
た

が
、
し

だ

い
に
郷

里
十
津

川

へ
の
郷

愁

に
根

ざ
し

た
、

生
活

リ

ア
リ
ズ

ム

の
少

年
詩

に
独
特

の
味

わ

い
を

生

み
、

そ

の
朴
訥

な
人

柄
と

と

も

に
、
地
味

だ

が
確

実
な

歩

み
を
続

け

て
き

た
。
『
小
さ

な

ぼ

く

の
家

』

は
、
ど

こ
に

で
も

い
る
、

し

か
し
作

者

の
理
想

と
す

る
少
年

と

そ

の
家
庭

を
描

い
た

作
品

と

し

て
高

い
評
価
を

受

け

た
。
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

(尾
上
尚
子
)

　

野

辺

地

天
馬

㊥
麓

　

一
八

八
五
～

一
九

六
五

(明

18
～
昭

40
)

児
童

文
学
作

家
。
本

名

三
右
衛

門
。

岩

手
県

二
戸

市

に
生
ま

れ

る
。

一
九

〇
三
年

中
田

重
治

設
立

の
東

京
聖

書
学

院

に
入
学

、

彼

の
影
響

を
強
く

受
け

る
。

〇
五

年
東

洋
宣

教
会

に
入
り
上

沢

支
部

の
主

任
と

な
る
。

児
童

伝
道

を
終

生

の
使
命

と

し
、

一
四

年

日
本
基

督
教

団
富

十
見

町
教
会

に
所

属

し

て
、

日
曜
学
校

協

会

の
雑

誌

の
編
集

や
夏

期
学

校

の
指
導

に
当
た

る
。
個

人

誌
「
小

光

子
」
を

発
行
す

る
。

ま

た
、

こ

の
教

会
牧

師
植

村

正
久

の
「
福

　

　
　

　
　

ネ

音

新
報

」
や

羽
仁
も

と
子

の

「
婦
人

之
友

」

の
編
集

を
助

け
、

　

　
「
子
供

之
友

」

の
編
集

主

任

と
し

て
児
童

宣
教

と
教

育

に
専

心

す

る
。

全
国

各
地

の
小

・
中
学

校

に
招

か
れ

て
子

ど
も

の
た

め

の
冂
演

を

し
て
歩
く

。

『
近
世

偉
人

物
語

』
(
一
九

一
八
)
は
そ

の

口
演

に
使

わ
れ

た
も

の
を
ま

と
め

た
も

の
。
主

な
作

品

に

は
『
ハ

ナ

ビ
ラ
』
(二
四
)
、

『
ふ
し
ぎ

な
王

子
』
(五
五
)
、

『
野

の
花
と

空

の
鳥

』
(六
五
)
、

『
旧
約
物

語
』
(
四
六
)
、

『新

約
物

語
』
(
六
〇
)

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

な

ど
が
あ

り
、

日
本

の
キ

リ

ス
ト
教
児

童
文

学

の
発

展

に
貢

献

し

た
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(大
久
保
み
ど
り
)

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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野

間

清

治

潔

じ
　

一
八
七
六
～

一
九
三
八
(明
9
～
昭
13
)

我

が
国

の
代
表

的
な

出
版

人
。

群
馬

県
桐

生
町
生
ま

れ
。

一
九

〇
四

年
、

東
京

帝
国

大
学

臨
時

中
等

教
育

養
成
所
卒

。
沖
縄

県

立
中
学

教

師
、

県
視
学

、

東
京

帝
国

大
学

法
科
首
席

書
記
。

〇

九
年
大

日
本

雄
弁

会

を
発

足
。

翌
年

二
月

に
雑
誌

「
雄
弁
」

を

　

　
　
　

　

　

創

刊

、
続

い
て
講

談
社

を
設

立
す

る

に
至

っ
た
。
「
講
談

倶
楽

部
」

「
キ

ン
グ
」

な

ど
雑

誌
九

誌
を

発
行

し
出

版
王
国
を

築
き
あ

げ

　

　

　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　

た
。

「
少
年

倶
楽

部
」

「
少
女

倶
楽

部
」

「
幼
年

倶
楽
部

」
の
発

行

　

　
　
　

ホ

に
よ

っ
て
大

衆
児

童
文

学

の
発

展

に
寄

与

し
た
。

自
伝

に

『
私

の
半
生

』

(
一
九
三
六
)
が
あ

る
。　

　

　
　

　

　

(金
平
聖
之
助
)

　

ノ

ー

マ
ン
　

リ
リ

ス

ピ
葺
9

Z
o
『
ヨ
穹

一
九
二
七
～

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
児

童
文

学
作

家
。

児
童
文
学

の
図
書
館

員

を
務

め

た

の
を
き

っ
か
け

に
作
家

を
志

し
、

『ま

ぼ
ろ

し

の
丘
』

(
一
九
七
二
)
、

フ

ァ

ン
タ

ジ
ー

の

『
搴

鳴
丶
ミ
ミ
鳴

寒

書
δ

光

彩
を

奪

い
去

る
者
』
(七
三
)
な

ど
を
発

表
す

る
。
彼

女

の
書

く
作

品

の

一
つ

一
つ
か

ら
は

全
く

異
な

る
作

風

が
う

か
が
え

る

が
、

状
況

に
応

じ

て
移

り
ゆ
く

少
年

少
女

た
ち

の
性
格

の
変
化

を

一

貫
し

た

テ
ー

マ
と
し

て
扱

っ
て

い
る
。
現

在
は
雑

誌

「
ス
ク

ー

ル

・
マ
ガ
ジ

ン
」

の
編
集

長
。
　
　

　
　

　
　

　
　

(越
智
道
雄
)

　

野

村

愛

正

初
霊

い
　

一
八
九

一
～

一
九
七
四
(明
24
～
昭
49
)

小
説

家
。
鳥

取

県
生

ま
れ

。
鳥

取
中
学

卒

。
「
鳥
取

新
報
」
記
者

を

経

て
、

一
九

一
四
年

上
京

。

一
七
年

一

一
月
、
「大

阪
朝

日
新

聞

」

の
懸
賞

小

説

に

『明

ゆ
く

路
』

が

一
等
当

選
、

翌

一
八
年

一
月

一
日
か
ら

同
紙

に
連
載

さ

れ
た
。

同
年

「
新
潮
」

「
中
央

公

論
」

な
ど

の

一
流

雑

誌
に
作

品
発

表

の
機
会

に
恵

ま

れ
、
以

後

作

家

生
活

に
入

る
。
昭

和

に
入

っ
て
児
童

文
学

も
書

き

は
じ

め
、

『
虹

の
冠
』

(
一
九
二
七
)
、

『
ヒ

マ
ラ
ヤ

の
牙
』

(二
八
)
な
ど

の

著

書

の
ほ
か
、
伝

記

に

『
太

田
恭
三

郎
』
(
四
二
)
な

ど

が
あ

る
。

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

(五
十
嵐
康
夫
)

　

野

村

吉

哉

紛
麓

　

一
九
〇

一
～
四
〇

(明
34
～
昭
15
)

詩
人

、

童

話
作

家
。

悪
太

と
命

名
さ

れ
る
。

京
都

市

生
ま

れ
。

二
歳

で

養

子

に
出
さ

れ
叔

父
夫
婦

と
満

州

へ
。

一
九

一
四

年
、

吉
哉

と

改

名
。

小
学

校
卒
業

後
、

生
家

に
帰

さ

れ
る

が
、

翌
年
家

出
。

各

種

の
店
屋

を
転

々
と

し
、

二
二
年

ご

ろ
か

ら
、
詩

、
童

話
を

書

き

は
じ
め

る
。

そ

の
後

昭
和

に

か
け

て
「
少
女

物

語
」

「
少
年

少

女
」

な
ど

、
数
種

の
雑

誌

に
童
話

を
寄

稿
。

同
時

に

「
新
興

文
学

」

「
ダ

ム
ダ

ム
」
な

ど
に
、

詩
、

評
論

、
小

説
を

発
表

。
唯

　
　

　
　

　
　
　

　

　

一
の
翻
訳

書

で
あ

る
ア

ン
デ

ル
セ

ン

『
月

の
物

語

』
(
一
九
二
五

『
絵
の
な

い
絵
本
』
独
語
か
ら

の
訳
)
を

出

版
。
詩

集

に

『星

の
音

楽
』

(
二
四
)
、

『
三
角

形

の
太
陽

』

(二
六
)
が
あ

る
。

三
三

年
九

　
　

　
　

　

月
雑

誌

「
童
話
時

代
」

創

刊
。
吉

哉
、

吉

司

の
筆

名

で
自

ら
も

執
筆

。
貧

困
、
病

苦

と
闘

い
な

が
ら
続

刊

に
精

力
を

注
ぐ
。

四

〇
年

八
月

二
九

日
、
肺

結
核

の
た

め
、
三

八
歳

で
死

亡
。
死
後

、

童

話
集

『柿

の
木

の
あ

る
家

』
(四

一
)
、

評
論
集

『
童

話
文
学

の

問
題

』

(
四

二
)
が
出

版

さ
れ

る
。　

　
　

　
　

　

(岩
崎
真
理
子
)

　

野

村

胡

堂

認

%
　

一
八
八
二
～

一
九
六
三

(明
15
～
昭
38
)

小

説
家
。

本
名

長

一
。
岩

手

県
紫
波

郡

に
生
ま

れ
、

東
京

帝
国

大

学

法
科

を
中

退
。
報

知
新

聞

社

で
長
く

記
者

生
活

を
送

り
、
『
銭

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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形

平
次
捕

物
控

』
(
一
九
三
二
⊥

二
三
)
、
『
三
万

両

五
十
三

次
』
(三

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　
ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

四
)
な

ど
を
著

す
。

か

た
わ

ら

「
少
年

倶
楽

部
」

「
少
女

倶
楽

部

」

　

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　ホ
　　　
　　
　　
　　
　　
ネ

「
少
年

世
界
」

な

ど

に
少

年
少

女
向

け

の
時
代

小
説

、
冒

険
小

説
を
多

数
執
筆

。
代

表
作

に

『
地
底

の
都
』

(三
二
)
、

『
六

一
八

の
秘
密

』
(三
五
)
な

ど
。
あ
ら

え

び
す

の
名

で
音
楽

評
論
家

と

し

て
も

知
ら

れ
る
。
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

(上
田
信
道
)

　

野

村

政

夫

劫
蕩

　

一
九

〇
九
～
四
六

(明

42
～
昭

21
)　

児

童

劇
作

家
、

小
説
家

。
別

号

正
雄
。

東
京

に
生

ま

れ
、
早

稲

田
大

　

　
　

　
　

　
　

ホ

学
文

学
部

中
退
。

坪
内

逍
遙

の
児
童
劇

運
動

の
影

響
を

受

け
、

自

宅

に
子
ど
も

の
演
劇

、

音
楽

、
舞

踊
な

ど
を
主

と
す

る

私
設

学

園
を

開
設

し
、

『
子
供

の
ド

ラ

マ
』
(
三

一
、

『舌
切
雀
後

日
譚
』

『く
ろ
ん
ぽ
巡
礼
』
な

ど

一
五
編
)
な
ど

の
児

童
劇

脚
本

の
シ
リ

ー

ズ
を
数

多
く

刊
行
。
そ

の
数

は
、
お

び
た

だ
し

い
数

に

の
ぼ
る
。

『
児
童

劇

の
作

り
方

と

指
導

法
』
(
三
二
)
、

『
学
校

劇
研

究
』
(三

九
)
な
ど

の
指
導
書

や

、
女

学
生

の
た

め

の
脚
本
集

か
ら
、
朗
読

法

の
指

導
書

、
大
衆

小

説
な

ど
ま

で
多
様

な

執
筆

活
動
を

行

っ

た

が
、
そ

の
後

の
学
校

劇

や
児
童

劇

へ
の
影

響

は
、
あ

ま
り

認

め
ら

れ
な

い
。

戦
後

一
九

四
六
年

五
月

、
劇

団
童

話
座

を
結

成

し

て

『小

公
子

』
を
東

京

千
代

田
区

の
飛
行

館

で
公
演

し
た

が

ま
も

な
く
急

逝

し

て

い
る
。
　
　

　

　
　

　
　

　

　

(冨
田
博
之
)

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ

ン
　

文
学

・
児
童

文
学

用

語
。

小
説

・
童

話

の
よ
う

な

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
で
は
な
く

、
事

実

に
基

づ

い
た
記

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

ホ　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　ネ

録

性

の
強

い
文

学

を

い
う

。
伝

記

・
生

物

記

・
ル
ポ

ル
タ
ー

ジ

ュ

・
随
想

・
歴
史

・
科

学
も

の
な

ど
を

含

む
。
単

に
個

々
の

事
実

の
忠
実

な

記
録

で
は
な

く
、

多
く

の
事

実
を

素
材

と
し

て

扱

い
、
最

小
限

の
虚
構

に
よ

っ
て
ま

と
め

た
有
機

的
統

合
体

で

あ

る
。

し
た

が

っ
て
、

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
と
正

面

か
ら

対
立
す

る

も

の
で
は
な
く

、
現

実
性

・
科
学

性

・
法

則
性

を
踏

ま
え

て
、

事

実
を

最
優
先

さ

せ
、

そ
れ
を

生

か
す
よ
う

に

の
み
虚
構

が
用

い
ら
れ

る
。

「
事
実

は
小

説
よ

り
奇

な
り
」
と

い
わ

れ
る
よ
う

な

迫

真
性

が
そ

の
基
本

で
あ

る
。

と
く

に
児

童
向

け

ノ

ン
フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
は
、

読
者

の
好
奇

心

・
探
究

心

・
知
識

欲
を

刺
激
す

る

と
同
時

に
ヒ

ュ
ー

マ

ニ
ズ

ム
に
立

脚
す

べ
き

で
あ

る
。

ゴ
ー
リ

キ
ー

は

『
テ
ー

マ
に

つ
い
て
』
(
一
九
三
三
)
で
、

こ
れ
ら

の
図
書

は

「
人
間

の
思
考

と
経

験

の
最

終

結
果

を

提

供

す

る

だ

け

で

あ

っ
て

は
な
ら
な

い
。

そ

れ
は
読

者
を

し

て
研
究

活
動

の
過
程

そ

の
も

の

の
な

か

へ
ひ
き

入
れ
、

諸
困

難
を

克
服

し
な

が
ら
、

正

し

い
方

法
を

探
究

し

て

い

っ
た
過

程
を
順

序
を

追

っ
て
示

さ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

ね

ば
な

ら
な

い
」
と

し

て
、
イ

リ
イ

ー

ン

の
著
作

を
あ

げ

て

い

　
　

　

る
。

シ
ー
ト

ン

『動

物
記

』
や

フ
ァ
ー
ブ

ル

『昆

虫

記
』

は
国

際

的

に
評
価

が
高

い
。

我
が
国

で

は
、

こ

の
分

野

の
図
書

は
多

い
が

ほ
と
ん

ど
単
な

る

「
知
識

の
本

」

で
し

か
な

い
。
戦
前

で

　
　

　
　

　
　

　

　

注

目
さ

れ

る

の
は

吉
野

源
三
郎

『君

た
ち

は

ど
う
生

き
る

か
』

　
　

　

ホ
　
　
　　
　
　
　
　ホ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

含

む
新
潮

社

『
日
本

少
国

民
文
庫

』

で
あ

り
、
戦

後

は
た
か

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　　　　
　　　　
　　　　
　ホ

し
よ

い
ち
、

井
尻

正

二
、
石

川
光

男
、
神

戸
淳

吉
、

遠
藤

公
男

な
ど

が
作

品
を
残

し

て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

(勝
尾
金
弥
)
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